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Cisco ACIマルチサイトサービスの統合
リリース2.0(1)以降、CiscoACIマルチサイトは、以前からサポートされていたファイアウォー
ルを伴う単一ノードグラフに加えて、ロードバランサを伴うサービスグラフと、ロードバラン

サとファイアウォールを伴う 2ノードサービスグラフをサポートします。

以前のリリースでは、イーストウェストトラフィック向けのコンシューマサイトで PBRポリ
シーを適用することにより、シングルノードサービスグラフがサポートされていました。イー

ストウェストシナリオで 2ノードグラフをサポートするために、PBRポリシーが、プロバイ
ダーのサイトでも適用されるようになりました。これは、リターンデータパスのサイト間でト

ラフィックがバウンスするのを防ぎますが、そのためにはコンシューマ EPGでサブネットを
構成する必要があります。ノースサウスシナリオでは、PBRポリシーは、以前のリリースと同
様に、非境界リーフに適用されます。

この章で説明する使用例をサポートするには、サービスノードに次のトポロジが必要です。

•各サイトには、個別の現用系/スタンバイサービスノードペアがある

•レイヤ 4～レイヤ 7デバイスは管理対象外モード

• VRFはサイト全体にストレッチされる

•コンシューマ EPGとプロバイダーEPGにはクロスサイトコントラクトがある
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上記のトポロジ要件に加えて、次の考慮事項に留意してください。

•ノードの外部コネクタと内部コネクタを同じ論理的なインターフェイスにすることができ
る

•イーストウェストトラフィックの場合は、コンシューマ EPGでサブネットを構成する必
要がある

•イーストウェストVRF間トラフィックの場合は、コンシューマ EPGとプロバイダー EPG
の両方でサブネットを構成する必要がある

•ノースサウストラフィックの場合、ポリシーは非境界リーフに適用される

•共有サービスのシナリオは、イーストウェストトラフィックではサポートされるが、ノー
スサウストラフィックではサポートされない

この章の使用例全体で使用されるトポロジの例を次に示します。

図 1 : Cisco ACIマルチサイトサービス統合トポロジ

Single-Node Service Graphs

イーストウェスト FWサービスグラフ

これは、同じVRFまたはサイトをまたがる異なるVRF内のエンドポイント間のファイアウォー
ル（FW）との、イーストウェスト通信のユースケースです。

サービスグラフには、次の 2つのローカル PBRポリシーが必要です。

•コンシューマからプロバイダーへのトラフィックをFWの外部インターフェイスにリダイ
レクトするための FWの外部コネクタの PBRポリシー
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•プロバイダーからコンシューマへのトラフィックをFWの内部インターフェイスにリダイ
レクトするための、FWの内部コネクタの PBRポリシー

次の図は、Site1のコンシューマから Site2のプロバイダーへの着信トラフィックパケットフ
ローを示しています。

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをプロバイダーに転送する

•プロバイダーリーフがポリシーを適用し、トラフィックを FW2に送信する

•最後に、トラフィックはプロバイダー EPGに送信される

図 2 :イーストウェスト FW着信トラフィック

次の図は、Site2のプロバイダーから Site1のコンシューマへの戻りトラフィックパケットフ
ローを示しています。

•プロバイダーリーフがポリシーを適用してトラフィックを FW2にリダイレクトする

•それから、トラフィックは Site1のコンシューマに送信される

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをコンシューマ EPGに転
送する
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図 3 :イーストウェスト FWリバーストラフィック

ノースサウス FWサービスグラフ

これは、サイト間の同じ VRF内における、エンドポイント間ファイアウォール（FW）との
ノースサウス通信の使用例です。

次の図は、Site1のコンシューマから Site2のプロバイダーへの着信トラフィックパケットフ
ローを示しています。

•コンシューマボーダーリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをプロバイダーに
転送する

•プロバイダーサイトの非境界リーフがポリシーを適用し、FW2の外部インターフェイスに
トラフィックを送信する

•最後に、トラフィックは EPGに送信される
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図 4 :ノースサウス FW着信トラフィック

次の図は、Site2のプロバイダーから Site1のコンシューマへの戻りトラフィックパケットフ
ローを示しています。

•プロバイダーサイトの非境界リーフは、ポリシーを適用し、FW2の内部コネクタにトラ
フィックをリダイレクトする

•トラフィックは、Site2の L3Outに送信される
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図 5 :ノースサウス FWリバーストラフィック

イーストウェスト LBサービスグラフ

これは、サイト間の同じVRFまたは異なるVRF内のエンドポイント間のロードバランサ（LB）
を使用した East-West通信のユースケースです。LBを使用したサービスグラフは、ファイア
ウォール（FW）を使用したサービスグラフとは異なります。この場合、トラフィックは LB
の VIP宛てに送信されるためです。このユースケースでは、LBがローカルプロバイダー EPG
の存在する1つのサイトにあり、コンシューマが別のサイトにあるシナリオについて説明しま
す。

次の図は、Site1のコンシューマから Site2のプロバイダー（EPGアプリケーション）への着信
トラフィックパケットフローを示しています。

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをプロバイダーに転送する

•トラフィックは LB2の VIPに転送される

•最後に、トラフィックはプロバイダー EPGに送信される

このセクションの例では、ロードバランサで SNATを使用しません。PBRは LBへのリターン
トラフィック用です。LBが SNAT処理を行う場合、PBRは必要ありません。また、SNATと
PBRがない場合、LBの VIPとその実際のサーバーは同じサイトにある必要があることに注意
してください。

（注）
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図 6 :イーストウェスト LB着信トラフィック

次の図は、Site2のプロバイダーから Site1のコンシューマへの戻りトラフィックパケットフ
ローを示しています。

•プロバイダーリーフがポリシーを適用してトラフィックを LB2にリダイレクトする

•それから、トラフィックは Site1のコンシューマに送信される

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをコンシューマ EPGに転
送する
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図 7 :イーストウェスト LBリバーストラフィック

ノースサウス LBサービスグラフ

これは、データセンター内と外部のエンドポイント間のロードバランサ（LB）で使用される、
ノースサウス通信のユースケースです。次の図は、L3Outトラフィックが、トラフィックが転
送される LBをホストしていないサイトから入るシナリオでのパケットフローを示しています
（VIPは別のサイトにあります）。この例では、コンシューマとしてL3Outがあり、プロバイ
ダーとして通常の EPGがあります。この場合、ポリシーは常にプロバイダーサイトの非境界
リーフで適用されます。

次の図は、Site1のコンシューマから Site2のプロバイダーへの着信トラフィックパケットフ
ローを示しています。

•コンシューマボーダーリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックを Site2の VIPに
転送する

•プロバイダーサイトの非境界リーフがポリシーを適用し、トラフィックが LBに転送され
る

•最後に、トラフィックは LBからプロバイダーEPGに送信される

このセクションの例では、ロードバランサで SNATを使用しません。PBRは LBへのリターン
トラフィック用です。LBが SNAT処理を行う場合、PBRは必要ありません。また、SNATと
PBRがない場合、LBの VIPとその実際のサーバーは同じサイトにある必要があることに注意
してください。

（注）
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図 8 :ノースサウス LB着信トラフィック

次の図は、Site2のプロバイダーから Site1のコンシューマへの戻りトラフィックパケットフ
ローを示しています。

•プロバイダーサイトの非境界リーフがポリシーを適用してトラフィックを LBにリダイレ
クトする

•トラフィックは、Site2の L3Outに送信される
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図 9 :ノースサウス LBリバーストラフィック

Two-Node Service Graphs

East-West FWおよび IPSサービスグラフ

これは、サイト間の同じ VRFまたは異なる VRF内のエンドポイント間でファイアウォール
（FW）およびIPSを使用した East-West通信のユースケースです。

次の図は、Site1のコンシューマから Site2のプロバイダーへの着信トラフィックパケットフ
ローを示しています。

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをプロバイダーに転送する

•プロバイダーリーフがポリシーを適用し、トラフィックを FW2の外部インターフェイス
に送信する

•その後、トラフィックはプロバイダーリーフにリダイレクトされて戻り、さらに IPS2の
外部インターフェイスに送られる

•最後に、トラフィックはプロバイダー EPGに送信される
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図 10 :イーストウェスト FW/IPS着信トラフィック

次の図は、Site2のプロバイダーから Site1のコンシューマへの戻りトラフィックパケットフ
ローを示しています。

•プロバイダーリーフがポリシーを適用してトラフィックを IPS2の内部コネクタにリダイ
レクトする

•それから、トラフィックは FW2の内部コネクタにリダイレクトされる

•それから、トラフィックは Site1のコンシューマに送信される

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをコンシューマ EPGに転
送する
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図 11 :イーストウェスト FW/IPSリバーストラフィック

イーストウェスト FWおよび LBサービスグラフ

これは、サイト間の同じ VRFまたは異なる VRF内のエンドポイント間のファイアウォール
（FW）およびロードバランサ（LB）とのイーストウェスト通信のユースケースです。これ
は、高可用性と拡張性のためにサーバでのロードバランシングを必要とするアプリケーション

内のトラフィックの一般的な設計です。

次の図は、Site1のコンシューマから Site2のプロバイダーへの着信トラフィックパケットフ
ローを示しています。

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをプロバイダーに転送する

• LB2の VIPが接続されているプロバイダーリーフがポリシーを適用し、トラフィックを
FW2の外部インターフェイスに送信する

•それからトラフィックは LB2にリダイレクトされる

•最後に、トラフィックはプロバイダー EPGに送信される

Cisco ACIマルチサイトの使用例
12

Cisco ACIマルチサイトの使用例

イーストウェスト FWおよび LBサービスグラフ



図 12 :イーストウェスト FW/LB着信トラフィック

次の図は、Site2のプロバイダーから Site1のコンシューマへの戻りトラフィックパケットフ
ローを示しています。

•プロバイダーリーフがポリシーを適用してトラフィックを LB2にリダイレクトする

•それから、トラフィックは FW2の内部コネクタにリダイレクトされる

•それから、トラフィックは Site1のコンシューマに送信される

•コンシューマリーフはどんなルールも適用せず、トラフィックをコンシューマ EPGに転
送する
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図 13 :イーストウェスト FW/LBリバーストラフィック

共有 L3Outを使用する外部 EPG
リリース 2.0(1)以降、Cisco ACIマルチサイトは、異なるVRF内のコンシューマ EPGとプロバ
イダーEPGによる共有サービスと、プロバイダーまたはコンシューマとしてのL3Out外部EPG
による共有サービスをサポートしています。以前のバージョンのマルチサイトは、L3Outとコ
ンシューマ EPGが同じ VRF内に存在する場合にのみ、このユースケースをサポートしていま
した。

これの最も一般的なユースケースは、インターネットサービスを提供する共通テナントに展開

された外部EPGであり、他のテナント（またはコンシューマEPG）はそれを使用してインター
ネットにアクセスします。ただし、この機能により、さらに次のユースケースも可能になりま

す。

次の例の外部 EPGはプロバイダーとして示されていますが、外部 EPGが代わりにコンシュー
マである場合にも同じことが当てはまります。

（注）
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図 14 :ユーザーテナント下の EPG、VRF、ブリッジドメイン、および外部 EPG
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図 15 :ユーザーテナント下の EPG、VRF、およびブリッジドメイン。共通テナントの外部 EPG
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図 16 :ユーザーテナント下の EPG、ただし共通テナント下の VRF、BD、および外部 EPGを除く

Cisco ACIマルチサイトの使用例
17

Cisco ACIマルチサイトの使用例

共有 L3Outを使用する外部 EPG



共有 L3Out向けの外部 EPGの構成
次の手順では、テンプレートレベルで外部EPGのルート制御プロパティとルート制御プロファ
イル名を構成する方法について説明します。

手順

ステップ 1 マルチサイト GUIにログインします。

ステップ 2 左側のサイドバーから、[スキーマ (schema)]ビューを選択します。

ステップ 3 スキーマを選択します。

ステップ 4 構成する外部 EPGを選択します。

ステップ 5 右側のペインで、[+SUBNET]をクリックしてサブネットを追加します。

次のフィールドを入力します。

• [分類サブネット（Classification Subnet）]：このサブネットとマッチする L3Outからのルートと、定
義されたプレフィックス内の外部トラフィックは、この外部 EPGの一部として分類されます。

• [共有ルート制御サブネット（Shared Route Control Subnet）]：定義されたルートが、共有されている
VRFにリークされるかどうかを決定します。

• [共有セキュリティインポートサブネット（Shared Security Import Subnet）]：ルーティングおよびポ
リシープレーンのより詳細な制御を行えます。この設定の特定の例の詳細については、共有セキュリ

ティインポートサブネットの例（18ページ）を参照してください。

• [集約共有ルート（Aggregate Shared Routes）]：定義されたルートに入るすべてのプレフィックスが、
共有されている VRFにリークされるかどうかを決定します。集約共有ルートは、 [共有ルート制御サ
ブネット（Shared Route Control Subnet）]が有効になっている場合にのみ有効にできます

ルートは他のプライベートネットワークにリークされる可能性がありますが、他のネットワークのルート

に対するACLはインストールされません。このようなシナリオは、共有ルートがより大きなサブネットに
あり、セキュリティが別の小さなサブネットに適用されている場合に発生します。

共有セキュリティインポートサブネットの例

このセクションでは、共有セキュリティインポートサブネット設定を使用して、ルーティン

グおよびポリシープレーンのより詳細な制御を設定する例を示します。

次の 3つの使用例では、L3Outが 10.0.1.0/24、 10.0.2.0/24、および 10.0.3.0/24の 3つのルー
トを受信したことを前提としています。

使用例 1

2つの外部 EPGが次の設定で構成されています。
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• 10.0.1.0/24サブネット、共有ルート制御サブネットと共有セキュリティインポートサブ
ネットの設定が有効になっている外部 EPG1、および TCPトラフィックのみを許可するコ
ントラクト

• 10.0.2.0/24サブネット、共有ルート制御サブネットと共有セキュリティインポートサブ
ネットの設定が有効になっている外部 EPG2、およびUDPトラフィックのみを許可するコ
ントラクト

この場合、 10.0.1.0/24および 10.0.2.0/24プレフィックスのみが他の VRFにリークされま
す。そして異なるコントラクトを指定して、10.0.1.0/24サブネットには TCPベースのトラ
フィックのみ、10.0.2.0/24サブネットには UDPトラフィックのみを許可することができま
す。

使用例 2

3つの外部 EPGが次の設定で構成されています。

• 10.0.0.0/16サブネット、共有ルート制御サブネット、および集約共有ルート設定が有効
になっている外部 EPG1

• 10.0.1.0/24サブネットを持ち、共有セキュリティインポートサブネット設定のみが有効
で、TCPトラフィックのみを許可するコントラクトを持つ外部 EPG2

• 10.0.2.0/24サブネットを持ち、共有セキュリティインポートサブネット設定のみが有効
で、UDPトラフィックのみを許可するコントラクトを持つ外部 EPG3

この場合、EPG1で定義された集約10.0.0.0/16により、サブセット10.0.1.0/24、10.0.2.0/24、

および 10.0.3.0/24が他の VRFにリークされますが、ACLは 10.0.1.0/24および 10.0.2.0/24

に対してのみインストールされます。

10.0.1.0/24および 10.0.2.0/24については、異なるコントラクトを指定して、10.0.1.0/24サ

ブネットのTCPトラフィックのみと、10.0.2.0/24サブネットの UDPトラフィックのみを許可
することができます。10.0.3.0/24には ACLが存在しないため、ルートが他の VRFにリーク
されても、ポリシーでドロップされます。

使用例 3

3つの外部 EPGが次の設定で構成されています。

• •外部 EPG1（10.0.0.0/16サブネット、共有セキュリティインポートサブネット設定が有

効、すべてのトラフィックを許可するコントラクト）

• •外部 EPG2（10.0.1.0/24サブネット、共有ルート制御サブネット設定が有効）

• •外部 EPG3（10.0.2.0/24サブネット、共有ルート制御サブネット設定が有効）

この場合、10.0.1.0/24と 10.0.2.0/24のみが共有ルートとしてマークされるため、他の VRF
にリークされますが、10.0.3.0/24はリークされません。サブネット 10.0.0.0/16内の L3Out
へのすべてのトラフィックを許可する単一の ACLがあります。

Cisco ACIマルチサイトの使用例
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Cisco ACIマルチサイト IPNを使用しないサイト間のバッ
クツーバックスパイン接続

この Cisco ACIマルチサイトのユースケースは、サイト間で IPNを使用しない、異なる 2つの
サイトのスパイン間直接接続をサポートします。このユースケースにより、次のことが可能に

なります。

•サイト間で IPNを使用しない、異なる 2つのサイトのスパイン間直接接続のサポート

•サイト展開ごとに単一のポッドのみをサポート

•サイト間で一意のファブリック名が必要

図 17 :マルチサイトバックツーバックスパイン：基本セットアップ

設計

• LLDPはスパイン間の接続を検出し、そのポートでの配線の問題を作成します。

• DHCPリレーはリンク上で設定されません

• LLDPが一意のファブリック名を検出し、両側のスパインが検出されると、ポートは次の
場合を除いてインサービスに戻ります。

• ISISはリンクで有効にならない

•インフラ VLANはリンクから学習されない

• LLDP TLVはサイト間であり、無視される

•スパイン間リンクは外部サブインターフェイスとして扱われる

•構成とデータパスは、通常のマルチサイトセットアップと同じになる

Cisco ACIマルチサイトの使用例
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制限事項

•バックツーバック接続では、各サイトに複数のスパインを展開して、サイト間接続を提供
することを推奨します。これらの各スパインから、他の各サイトの各スパインへの複数の

リンクを提供します。

•バックツーバックスパインでは 2つのサイトのみがサポートされます。

•このユースケースでは、 APICでの新しい構成は必要ありません。

トラブルシューティング

• APICにおいて、両方のサイトでこのインターフェイスに l3extOutが構成されているかど
うかを確認します。

• 2つのサイトスパイン間が到達可能でない場合は、次の手順を実行します。

•配線の問題がなく、ポートが稼働していて、スイッチングが有効になっていることを
確認します。

dev-infra1-spine1# cat /mit/sys/lldp/inst/if-[eth1--1]/summary | grep wiringIssues
wiringIssues :
dev-infra1-spine1#

• IPアドレスが l3extOut構成から割り当てられ、OSPFセッションが起動していること
を確認します。

IP Interface Status for VRF "overlay-1"
eth1/53.7, Interface status: protocol-up/link-up/admin-up, iod: 63, mode: external

•他のサイトに接続されているスパインの svc_ifc_policyelem.log*ファイルを確認
します。

$ zgrep "back to back spine ignore wiring check." \
/var/sysmgr/tmp_logs/dme_logs/svc_ifc_policyelem.log*

レイヤ 2ブロードキャスト拡張を使用したストレッチブ
リッジドメイン

これは最も基本的な Cisco ACIマルチサイトのユースケースで、サイト間でテナントと VRF
が拡大されます。VRF内の EPG（およびそのブリッジドメイン（BD）とサブネット）と、そ
れらのプロバイダーとコンシューマのコントラクトもサイト間で拡大されます。

このユースケースでは、レイヤ2ブロードキャストフラッディングがファブリック全体で有効
になっています。不明なユニキャストトラフィックは、レイヤ 2 BDがストレッチされている
各リモートファブリックにフレームを複製して送信するスパインノードの、ヘッドエンドレプ

リケーション（HER）機能を利用して、サイト間で転送されます。

Cisco ACIマルチサイトの使用例
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図 18 :レイヤ 2ブロードキャスト拡張を使用したストレッチブリッジドメイン

このユースケースにより、次のことが可能になります。

•共通のポリシーを使用してすべてのサイトに同じアプリケーション階層を展開すること。
これにより、さまざまなファブリック間で、さまざまなEPGに属するワークロードをシー
ムレスに展開し、共通の一貫したポリシーで通信を管理することができます。

•レイヤ 2クラスタリング

•ライブ VM移行

•サイト間のアクティブ/アクティブの高可用性

•サービスグラフを使用したサイト間での共有アプリケーションのプッシュはサポートされ
ていません。

このユースケースの前提条件

•サイトが追加され、 APICコントローラが現用系であり、通信が確立されていること。

Cisco ACIマルチサイトの使用例
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•ストレッチされるテナントが作成されていること。

•マルチサイトのサイトおよびテナントマネージャーのアカウントが使用可能であること

次の表のオブジェクトを含む単一のプロファイル。複数のサイトにプッシュされます。

表 1 :このユースケースで構成する機能

ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチAPICからインポートされた
か、マルチサイトで作成され

た

テナント

ローカルAPIC GUIで構成され、スト
レッチされたテナントと

VRF、サイト固有のテンプレー
トにリンクされている

サイトのL3 Out(Site L3Outs)

ストレッチテナントの VRFVRF

ストレッチレイヤ 2ストレッチが有効

レイヤ 2フラッディングが有
効

共有するサブネットが追加さ

れている

ブリッジドメイン

ストレッチBD内の EPGEPG

ストレッチEPG通信を管理するために必
要なフィルタを含める

コントラクト

ローカル、ただし他のサイト

にリンクされる

サイト L3Outのネットワーク
マッピング（CiscoACIマルチ
サイト、リリース 1.0(1)）

外部 EPGを介したサイト
L3Outのサイト接続（マルチ
サイト、リリース 1.0(2)）

外部 EPG

レイヤ 2ブロードキャスト拡張を使用しないストレッチ
ブリッジドメイン

この Cisco ACIマルチサイトのユースケースは、テナント、VRF、およびそれらの EPG（ブ
リッジドメインとサブネット）がサイト間で拡張される最初のユースケースに似ています。
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図 19 :レイヤ 2ブロードキャスト拡張を使用しないストレッチブリッジドメイン

ただし、このユースケースでは、レイヤ2ブロードキャストフラッディングは各サイトでロー
カライズされます。レイヤ2ブロードキャスト、マルチキャスト、および不明なユニキャスト
トラフィックは、複製された VXLANトンネルを介してサイト間で転送されません。

このユースケースにより、次のことが可能になります。

•レイヤ2フラッディングをローカルに保つことで、コントロールプレーンのオーバーヘッ
ドを削減

•ディザスタリカバリのためのサイト間 IPモビリティ

• VMの「コールド」移行

•サービスグラフを使用したサイト間での共有アプリケーションのプッシュはサポートされ
ていません。

このユースケースの前提条件

•サイトが追加され、 APICコントローラが現用系であり、通信が確立されていること。

Cisco ACIマルチサイトの使用例
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•ストレッチされるテナントが作成されていること。

•マルチサイトのサイトおよびテナントマネージャーのアカウントが使用可能であること

次の表のオブジェクトを使用するプロファイルを、複数のサイトにプッシュします。

表 2 :このユースケースで構成する機能

ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチAPICからインポートされた
か、マルチサイトで作成され

た

テナントおよび VRF

ローカルAPIC GUIで構成され、スト
レッチされたテナントと

VRF、サイト固有のテンプレー
トにリンクされている

サイトのL3 Out(Site L3Outs)

ストレッチレイヤ 2ストレッチが有効

レイヤ 2フラッディングが無
効

共有するサブネットが追加さ

れている

ブリッジドメイン

ストレッチBD内のすべての EPGEPG

ストレッチEPG通信を管理するために必
要なフィルタとコントラクト

をすべて含める

コントラクト

ローカル、ただし他のサイト

にリンクされる

サイト L3Outのネットワーク
マッピング（CiscoACIマルチ
サイト、リリース 1.0(1)）

外部 EPGを介したサイト
L3Outのサイト接続（マルチ
サイト、リリース 1.0(2)）

外部 EPG

サイト間ストレッチ EPG
この Cisco ACIマルチサイトのユースケースは、複数のサイトにまたがるエンドポイントグ
ループ（EPG）を提供します。ストレッチEPGは、基盤となるネットワーキング、サイトロー
カル、およびブリッジドメインが異なる可能性がある複数のサイトに展開する、エンドポイン

トグループとして定義されます。
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図 20 :サイト間ストレッチ EPG

このユースケースでは、すべてのサイトでレイヤ 3転送を使用できます。

このユースケースの前提条件

•サイトが追加され、 APICコントローラが現用系であり、通信が確立されていること。

•関連するテナントが作成されていること。

•マルチサイトのサイトおよびテナントマネージャーのアカウントが使用可能であること

•物理ドメインと VMMドメインが APICに存在する必要があります。
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次の表のオブジェクトを含む、単一または複数のサイトにプッシュされるプロファイル：

表 3 :このユースケースで構成する機能

ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチAPICからインポートされた
か、マルチサイトで作成され

ました。

テナント、VRF、および EPG

ローカルAPIC GUIで構成され、スト
レッチされたテナントと

VRF、サイト固有のテンプレー
トにリンクされている

サイトのL3 Out(Site L3Outs)

ストレッチレイヤ 2ストレッチが無効に
なっています。

ブリッジドメイン（BD）

ローカルローカルサイトの各 BDに固
有です。

サブネット

ローカル提供されたサイトで構成され

たコントラクト

コントラクト

ローカル、ただし他のサイト

にリンクされる

サイト L3Outのネットワーク
マッピング（CiscoACIマルチ
サイト、リリース 1.0(1)）

外部 EPGを介したサイト
L3Outのサイト接続（マルチ
サイト、リリース 1.0(2)）

外部 EPG

サイト間コントラクトを使用したストレッチ VRF
このマルチサイトのユースケースは、同じストレッチ VRFの一部であるものの、異なるブ
リッジドメイン（BD）に接続されたエンドポイント間の、サイト間通信を可能にします。VRF
ストレッチは、サイト間でEPG（およびサイト間のコントラクト）を管理するための便利な方
法です。
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図 21 :サイト間コントラクトを使用した VRFストレッチ

上の図では、App-EPGはサイト全体で C1および C2コントラクトを提供し、Web-EPGはサイ
ト全体でそれらを消費します。

このユースケースには次の利点があります。

•テナントと VRFはサイト全体にストレッチされますが、EPGとそのポリシー（サブネッ
トを含む）はローカルに定義されます。

• VRFはサイト間でストレッチされるため、コントラクトは EPG間のサイト間通信を管理
します。コントラクトは、サイト内またはサイト間で一貫して提供し、消費できます。

•トラフィックはサイト内およびサイト間（ローカルサブネットを使用）で回送され、サイ
ト間の静的回送がサポートされます。

•個別のプロファイルを使用して、ローカルオブジェクトとストレッチオブジェクトを定義
し、プッシュします。

•レイヤ 2ストレッチおよびローカルレイヤ 2ブロードキャストドメインはありません。
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•「コールド」VMの移行では、移行されるエンドポイントの IPアドレスを保持する機能は
ありません。

•サービスグラフを使用したサイト間での共有アプリケーションのプッシュはサポートされ
ていません。

このユースケースの前提条件

•サイトが追加され、 APICコントローラが現用系であり、通信が確立されていること。

•ストレッチするテナントが作成されていること。

•マルチサイトのサイトおよびテナントマネージャーのアカウントが使用可能であること。

次の表のオブジェクトを含む、単一または複数のサイトにプッシュされるプロファイル：

表 4 :このユースケースで構成する機能

ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチAPICからインポートされた
か、マルチサイトで作成され

た

テナントおよび VRF

ローカルAPIC GUIで構成され、スト
レッチされたテナントと

VRF、サイト固有のテンプレー
トにリンクされている

サイトのL3 Out(Site L3Outs)

ローカルサービスを提供する各サイト

の EPG。
コントラクトを提供する EPG

ローカル提供されたコントラクトを消

費する EPGは、同じサイトに
あることも、または複数のサ

イトに存在することもあり得

る

コントラクトを消費する EPG

ローカルレイヤ 2ストレッチが無効

レイヤ 2フラッディングが無
効

各 EPGのブリッジドメイン

ローカル、ただし共有される提供されたサイトで構成され

たコントラクト

コントラクト
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ストレッチまたはローカル説明設定

ローカル、ただし他のサイト

にリンクされる

サイト L3Outのネットワーク
マッピング（CiscoACIマルチ
サイト、リリース 1.0(1)）

外部 EPGを介したサイト
L3Outのサイト接続（マルチ
サイト、リリース 1.0(2)）

外部 EPG

ストレッチプロバイダー EPGを使用した共有サービス
このユースケースでは、1つのサイトグループのプロバイダーEPGが共有サービスを提供し、
別のサイトグループの EPGがサービスを消費します。すべてのサイトにローカル EPGとブ
リッジドメインがあります。
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図 22 :ストレッチプロバイダー EPGを使用した共有サービス

上の図では、サイト 4とサイト 5（テナント BigData/VRF BigData内の BigData-EPGを使用）
が共有データサービスを提供し、テナント 1/VRF 1内のサイト 1～サイト 3の EPGがサービ
スを消費します。

マルチサイトの共有サービスのユースケースでは、ルーティング接続のために VRF間で VRF
境界ルートがリークされます。これはサイト間でコントラクトをインポートすることによって

行われます。

このユースケースには次の利点があります。

•共有サービスにより、VRFとテナントの分離ポリシーとセキュリティポリシーを維持しな
がら、テナント間の通信が可能になります。

•共有サービスは、重複しないサブネットのみでサポートされます。
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•サイトの各グループには、異なるテナント、VRF、および 1つ以上の EPGがストレッチ
されています。

•サイトグループは、レイヤ 2ブロードキャスト拡張を使用するか、またはレイヤ 2フラッ
ディングをローカライズするように構成できます。

•ストレッチ EPGは同じブリッジドメインを共有しますが、EPGにはブリッジドメインで
はなく EPGで設定されたサブネットがあります。

•プロバイダーコントラクトはグローバル範囲に設定する必要があります。

• VRFルートリークにより、VRF間の通信が可能になります。

•サービスグラフを使用したサイト間での共有アプリケーションのプッシュはサポートされ
ていません。

このユースケースの前提条件

•サイトが追加され、 APICコントローラが現用系であり、通信が確立されていること。

•関連するテナントが作成されていること。

•マルチサイトのサイトおよびテナントマネージャーのアカウントが使用可能であること

次の表のオブジェクトを含む、サイトのグループにスキーマがプッシュされていること（テン

プレートによる）：

表 5 :この活用ケースで構成する機能

ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチ（プロバイダーグ

ループ内のすべてのサイトに

プッシュ）

共有テンプレートには、次の

オブジェクトが含まれます。

•テナント

• VRF

•グローバル範囲のプロバ
イダーコントラクト。

•サブネットが外部でアド
バタイズおよびVRF間で
共有に設定された EPG。

ブリッジドメイン（オプショ

ンでレイヤ 2拡張用に設定）
および外部 EPGを含む、サイ
ト固有のテンプレート

複数のテンプレートを使用し

た共有サービスプロバイダー

スキーマ
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ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチまたはローカル共有テンプレートには、次の

オブジェクトが含まれます。

•テナント

• VRF

•サブネットが外部でアド
バタイズおよびVRF間で
共有に設定された EPG。

（注）

コンシューマ EPGの場
合、代わりにサブネット

を BDに追加できます。

•コンシューマコントラク
ト（提供されたコントラ

クトと同じ名前）。

ブリッジドメイン（オプショ

ンでレイヤ 2拡張用に設定）
および外部 EPGを含む、サイ
ト固有のテンプレート

複数のテンプレートを使用し

た共有サービスコンシューマ

スキーマ

構成3済みのクロスサイトVRFルートリークを有効にす
るようにコントラクトを構成

する必要があります。

VRFルートリーク

Cisco ACIファブリックから Cisco ACIマルチサイトへの
移行

これは Cisco ACIマルチサイトの一般的な使用例で、テナントを Cisco ACIファブリックから
Cisco ACIマルチサイトに移行またはインポートします。

このユースケースは、ブラウンフィールドからグリーンフィールドおよびグリーンフィールド

からグリーンフィールドへの展開タイプを対象としています。ブラウンフィールドからブラウ

ンフィールドへの使用例は、両方の Cisco APICサイトが同じ構成で展開されている場合にの
み、このリリースでサポートされます。その他のブラウンフィールドからブラウンフィールド

への使用例は、今後の Cisco ACIマルチサイトリリースで展開される予定です。

ブラウンフィールド構成では、次の 2つの展開シナリオが考慮されます。

•単一または複数のポッド ACIファブリックがすでに配置されている。マルチサイト構成
に別のサイトを追加できます。
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• 2つのACIファブリックがすでに配置されており、サイト間のオブジェクト（テナント、
VRF、およびEPG）は最初、同じ名前とポリシーで定義され、従来のL2/L3DCIソリュー
ションを利用して接続されている。次の構成図で説明されているように、この構成をマル

チサイトに変換することができます。

図 23 : Cisco ACIファブリックから Cisco ACIマルチサイトへの移行

マルチポッド対応ファブリックで Cisco ACIマルチサイトを設定する
リリース1.2(1)以降、2つの使用例で、マルチポッド対応ファブリックでCiscoACIマルチサイ
トをセットアップするためのサポートが追加されています。

これら 2つの使用例のガイドラインと制限事項は次のとおりです。

•次のスイッチのみが IPN/ISNに接続されます。

• Cisco Nexus 93180LC-EX、93180YC-EX、および 93108TC-EXスイッチ。

•以下のラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504、9408、9516スイッチ
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• X9736C-EX

• X97160YC-EX

• X9732C-EX

• X9732C-EXM

•旧世代のスパインスイッチから IPNリンクを削除します。

•マルチポッドとマルチサイトには同じ IPN/ISNが使用されます。

• Cisco ACIマルチサイト展開では、単一の IPN/ISNを使用する 2つのサイトで、重複する
トンネルエンドポイント（TEP）プール範囲と GIPOプール範囲を使用することはできま
せん。

テナントが Cisco APIC GUIからインポートされると、テナントに関連付けられているすべて
のオブジェクトが Cisco ACIマルチサイトにインポートされます。

表 6 :これらの使用例で構成する機能

ストレッチまたはローカル説明設定

ストレッチCiscoACIマルチサイトでテナ
ントを作成し、Cisco APICか
らテナントポリシーをイン

ポートします。

テナント

ストレッチテナントのVRFインスタンスVRF

ストレッチレイヤ 2ストレッチが有効

レイヤ 2フラッディングが有
効

共有するサブネットが追加さ

れている

ブリッジドメイン

ストレッチBD内の EPGEPG

ストレッチEPG通信を管理するために必
要なフィルタを含める

コントラクト

ローカルCisco APICで構成され、外部
EPGとリンクされている

サイトのL3 Out(Site L3Outs)
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マルチポッドファブリックを Cisco ACIマルチサイトのサイトとして
追加する

このセクションでは、Cisco ACIマルチサイトにマルチポッドファブリックをサイトとして追
加する方法の概要について説明します。

図 24 : Cisco ACIマルチサイトに複数のポッドを持つ Cisco ACIファブリック

次に、手順の概要を示します。

• Cisco ACIマルチサイトでマルチポッド対応ファブリックをサイトとして追加します。

• CiscoACIマルチサイトは、マルチサイトとマルチポッドの一般的な構成（スパイン
から IPNへのリンクの構成、OSPF情報、BGP情報など）を検出し、 Cisco ACIマル
チサイトのインフラ構成に自動入力します。

•マルチサイト固有の構成（MCAST TEP、MSITE DP-TEP、MSITE CP-TEPなど）を指定
し、CiscoACIマルチサイトのインフラページでサイトのマルチサイトを有効にします。

•マルチサイトにも、マルチポッド用に設定したものと同じ DP-TEP/CP-TEPを構成で
きます。

• Cisco ACIマルチサイトにインフラ構成を展開します。

• Cisco ACIマルチサイトは、Cisco APICをマルチサイト固有の構成と、マルチサイ
トとマルチポッドの一般的な構成（スパインから IPNリンク構成、OSPF情報、BGP
情報など）で構成します。マルチポッド固有の構成は構成しません。

• Cisco ACIマルチサイトは、マルチポッドに使用されるのと同じインフラ L3Outを使
用してマルチサイトを構成します。 Cisco ACIマルチサイトは、インフラ L3Outの
l3extInfraNodePでの fabricExtCtrlPeering=yesおよび fabricExtIntersiteCtrlPeering=yesに
基づいて決定します。
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•マルチサイトおよびマルチポッドに使用するのと同じ L3Outで GOLFを構成できま
す。サポートされている構成は次のとおりです。

•マルチサイト、マルチポッド、およびGOLF用の 1つの L3Out、およびGOLF用
の異なる（0以上の）L3Out。

•マルチサイト用の 1つの L3Out、マルチポッド、および GOLF用の異なる（0以
上の）L3Out。

マルチサイトのシングルポッドサイトからマルチポッドサイトへの変

換

このセクションでは、マルチサイトのシングルポッドサイトをマルチポッドサイトに変換する

方法の概要について説明します。
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図 25 :マルチサイトのシングルポッドサイトからマルチポッドサイトへの変換

次に、手順の概要を示します。

•両方の通信に同じスパインノードとアップリンクを使用します。

• Cisco APICを使用してマルチポッドを構成します。マルチサイトで使用したものと同じ
インフラ L3Outをマルチポッドにも使用します。

•マルチポッドとマルチサイトの両方に同じ BGP-EVPNルータ IDとオーバーレイ TEPを
使用することも、マルチポッドとマルチサイトに別個のルータ IDと TEPを定義するこ
ともできます。

• Cisco ACIマルチサイトを構成した後、Cisco ACIマルチサイトインフラページの [更新]
アイコンをクリックして、新しいポッドを検出します。
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• Cisco ACIマルチサイトで、マルチサイト固有の構成（オーバーレイ TEPや BGP-EVPN
ルータ IDなど）を指定します。

•インフラストラクチャを展開します。
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